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番号 頁 項目 意見の内容 意見に対する考え方 実施要項（案）の修正

1 Ｐ．２

２（４）ア（イ） 「Webカタログを参照できるが発注行為が行え
ない、閲覧のみの権限ユーザを73アカウント
分設定すること。」を追記した方がよいと考え
ます。

空自全体で約７６０のＩＤを求めております。このＩ
Ｄの権限については細部を要項では記載せず、
運用上の調整で実施することとしています。
なお、閲覧のみの権限ユーザも存在しますが、
当該ユーザの権限についても、受託事業者のシ
ステムに応じて運用上で調整させていただきま
す。

なし

2 Ｐ．３

２（４）ア（エ） 「Webカタログでの動作環境は、下記を担保す
ること。また契約期間中にリリースされる最新
バージョンへの対応及びService Packや更新
プログラムを適応することにより、Webカタログ
の運用に支障をきたした場合、受託事業者は
原則１０営業日内に対応を完了する態勢を構
築すること。」を追記した方がよいと考えま
す。

空自の求めるサービスの質の確保、個人情報保
護及び秘密保全等の観点からサービスパック及
び更新プログラムへの対応は実施していただく必
要があります。
ただし、対応日数については、その内容により各
社異なることが考えらるため記載いたしません。
その他は２（４）ア（エ）に記載のとおりです。

なし

3 Ｐ．３

２（４）ウ（ア） 「発注書はWebカタログより出力できること。ま
た、発注後すぐに出力が可能なこと」を追記し
た方がよいと考えます。

別紙第4付表2-3bにおいて「基地等の発注状況
をデータでダウンロードできる提案となっているこ
と。」と記載しております。発注書は当該データを
用いて作成できるものと考えています。また、競
争性確保の観点から、発注書そのものの出力に
ついては記載いたしません。

なし

4 Ｐ．３

２（４）ウ（ア） 「指定された業務時間（8:15～17:00）以外では
発注を行えない機能を有すること。但し、発注
行為以外の機能は利用できること。また、空
自（契約部署）からの要求により上記発注制
限機能は解除ができること」を追記した方がよ
いと考えます。

２（４）ウ（イ）受注態勢において（ア）の規定に対
応した態勢であることと記載されており、ご意見
の態勢はとれるものと考えております。
（ア）に規定した時間帯以外の発注について対応
していただく必要はございません。

なし

5 Ｐ．３

２（４）ウ（ア） 「発注が行えない時間・期間であっても、発注
情報の事前登録が可能であること」を追記し
た方がよいと考えます。

一般的にＷｅｂサイトへのアクセスは、２４時間可
能なものが多く、ご意見の内容は運用上の調整
で対応可能と考えております。
仮に、システム上の制限がある場合であっても、
入力に際しては、現在、２（４）ウ（ア）で規定して
いる時間が確保されていれば問題ないと考えて
おります。

なし

6 Ｐ．３

２（４）ウ（ア） 「商品の選定にあたっては、単品の商品ごと
に任意の数量でショッピングカートに登録する
機能、及び複数の商品を商品ごとに任意の数
量で一括してショッピングカートに登録する機
能を有すること。」を追記した方がよいと考え
ます。

入力作業の効率化を図る上で貴重なご意見では
ありますが、競争性確保の観点から機能の細部
については記載いたしません。
なお、受託事業者より、ご意見の内容のような
サービスの質の向上となる提案をいただける場
合には、内容を検討の上、導入時に調整させて
いただきます。

なし

7 Ｐ．３

２（４）ウ（ア） 「商品の選定にあたっては、Webシステムから
の選定だけではなく、Microsoft Excel形式
等、外部のツールを利用して作成したデータ
を基に取り込む機能を有すること。また、ツー
ルの提供は受託事業者が行うこと。」を追記し
た方がよいと考えます。

入力作業の効率化を図る上で貴重なご意見では
ありますが、競争性確保の観点から機能の細部
については記載いたしません。
なお、受託事業者より、ご意見の内容のような
サービスの質の向上となる提案をいただける場
合には、内容を検討の上、導入時に調整させて
いただきます。

なし

8 Ｐ．３

２（４）ウ（ア） 「発注処理途中のデータは、ログアウト時Web
カタログで保持し、次回ログイン時に継続して
発注処理が行えること。また、発注処理忘れ
防止機能として、ログアウト時に発注処理途
中のデータがあった場合、その旨をメッセージ
表示すること。」を追記した方がよいと考えま
す。

これまでの運用において必要性は認められませ
んでしたが、貴重なご意見として、今後、部隊か
ら要望があれば、各会社が対応可能かなど、競
争性の確保を考慮した上で、次年度以降、検討
したいと考えます。

なし

9 Ｐ．３

２（４）ウ（ア） 「契約部署権限のIDおよび発注担当官の権
限IDでは、画面上で発注上限額、発注累計
額、残高を常に確認できる仕組みを講じるこ
と。」を追記した方がよいと考えます。

常に画面上で確認できることは効率的な業務を
実施する上で貴重なご意見ではありますが、競
争性確保の観点から機能の細部については記
載いたしません。
なお、受託事業者より、ご意見の内容のような
サービスの質の向上となる提案をいただける場
合には、内容を検討の上、導入時に調整させて
いただきます。

なし

10 Ｐ．３

２（４）ウ（ア） 「発注権限を持たない基地（分屯基地）におい
ても、発注上限額の設定ならびに発注実績を
管理可能であること。（ex. 習志野分屯基地
等）」を追記した方がよいと考えます。

別紙第４付表2-3aにおいて「基地等が上限額、
発注額（品目内訳を含む。）及び検収状況を別紙
第２に定める品目リストのカテゴリーごとに確認
できる提案となっていること。」となっており、「基
地等」は２（２）において「別紙第１に示す空自の７
２の基地及び分屯基地」と定義していることから、
ご意見の態勢はとれるものと考えております。

なし

意見内容等について



番号 頁 項目 意見の内容 意見に対する考え方 実施要項（案）の修正

11 Ｐ．３

２（４）ウ（ア） 「商品の発注にあたっては、同一月内におけ
るカテゴリーごとの発注回数を空自で指定し
た回数に制限する機能を有すること。また、空
自（契約部署）からの要求により、上記発注制
限機能は解除ができること。」を追記した方が
よいと考えます。

実施要項上、基地等ごとに原則毎月１回の発注
としていおり、発注回数を任意で指定する機能は
必要ないものと考えています。また、競争性確保
の観点から機能の細部については記載いたしま
せん。

なし

12 Ｐ．３

２（４）ウ（ア） 「インターネット不通時等に備えて代行入力の
態勢を構築すること。また各基地等から受託
者に代行入力依頼をするためのテンプレート
をWebカタログ方式からダウンロードできるこ
と。このテンプレートは、紙カタログに記載さ
れるキーを入力するだけで、統制番号・商品
名・型番・単価を自動表示し、発注する数量
のみ入力するだけで発注総額が自動演算で
きる様なテンプレートが望ましい。」を追加で
記載するべきと考えます。

別紙第４付表2-2ｃにおいて「インターネット不通
時に受注する態勢がとれること。」としており、競
争性確保の観点から対応要領の細部について
は記載いたしません。

なし

13 Ｐ．３
２（４）ウ（ア） 「各基地の都合等により納品日を指定するこ

ともある」を追記した方がよいと考えます。
運用上の調整事項であり、記載する必要はない
と考えています。

なし

14 Ｐ．４

２（４）ウ（４） 「納品梱包には、各基地の需品担当官が通
常の納品物との判断を行うため、「電子購買」
と記載」し、特に商品が細かく多彩なカテゴリ
Ⅰ-1においては「梱包商品明細表を同梱する
こと。」、もしくは「原則同一商品は複数の梱包
に分割して送付してはならない」を追加で記
載した方がよいと考えます。

受領検査官は、納品書と商品を照合し検査を行
うことから、納品書で識別できるよう処置をしてお
ります。また、競争性確保の観点からこん包要領
の細部については記載いたしません。

なし

15 －

項目外 マニュアル・紙カタログ等の提出方法・提出時
期・部数を明確に規定する記載をすべきと考
えます（発注開始○○日前までに等）。

紙カタログ、マニュアル等の作成については官が
求める確保されるべきサービスの質、サポート態
勢が得られるのであれば、競争性確保の観点か
ら細部については記載いたしません。

なし

16 Ｐ．５ ２（６）ア

代金の請求は、各月毎に請求すべき。 頂きましたご意見のとおり、取引額が高額である
ことから四半期ごとの請求では受託事業者に負
担をかけるこになるかと思いますが、空自の１つ
の部署で７２の基地及び分屯基地の支払にかか
る全ての業務を行うことから、支払業務を効率的
に行うために、四半期ごととしております。

なし

17 Ｐ．６ ５（１）

開札から開始までの期間を延長すべき。 開札から事業開始までの期間は、現在約４０日
間としております（暴力団排除条項に関する調査
期間＋契約締結後２０日）。この日数は、各会社
へのヒアリング結果に基づき、空自が発注できな
い期間を最小限とし、早期に発注が開始できるよ
う設定させていただいております。頂きましたご
意見のとおり、システム改修等が伴う場合におい
ては、期間的に余裕がないものと存じますが、開
始時期の延長につきましては、発注できない期
間が長期化することから考えておりません。

なし

18 Ｐ．１１ ８（３）ア

契約保証金を納付することは不要とすべき。 契約締結後、１回限りの納品及びその代金の支
払で当該契約の履行が完結するわけではなく、
年間を通して業務を実施していただく必要がある
ことから、受託事業者から納付していただく契約
保証金において、契約上の義務の完全な履行を
確保しているものです。受託事業者が契約上の
義務を履行しなかった場合には、８（３）サ（イ）に
示す違約金に当てられますが、契約の履行が完
結した際には、全額返金されるものです。

なし

19 Ｐ．４１
付表

２－１ａ

ＷＥＢカタログの商品の並び順を、品目リスト
順にする必要はない。

発注担当官は複数の部署の要求を取りまとめた
上、多数の品目を発注いたします。発注作業の
効率性及び誤発注防止の観点から、ＷＥＢカタロ
グの商品の並び順を、品目リスト順とさせていた
だいております。

なし

20 Ｐ．４１
付表

２－２ｄ

品目リストのカテゴリーごとの品目数が１度に
発注できなくてもよい。

発注担当官は複数の部署の要求を取りまとめた
上、多数の品目を発注いたします（24年度のカテ
ゴリーごとの最多発注品目数は286品目）。これ
ら多品目の入力作業及び発注確定前の確認行
為をより効率的に実施するため、カテゴリーごと
の品目数が１度に発注できることとしております。

なし

21 Ｐ．４１
付表

２－３ｃ

ログインＩＤ毎の品目リストのカテゴリー毎に、
受注上限額を設定するべき。
※ログインＩＤ毎に、受注上限額を設定するべ
き。

品目リストのカテゴリーごとに予算が異なるた
め、カテゴリーごとの受注上限額設定が必要とな
ります。また、発注単位は基地等であり、基地等
で複数のログインＩＤで発注する場合にも受注上
限額の範囲内での発注となることから、ログインＩ
Ｄごとではなく、基地等ごとに受注上限額を設定
できることとしております。

なし


